























したとおりである。また、氏は「意図的に単純化された」これらの文章に比べて、秋成の文章は複雑であり、 「時流に乗ることに抵抗を感じる秋成のジレンマ」が明 かに現われた一篇であるとも指摘し、秋成の思想が「時流」 は異なるものだと考えているようであ 。
私はここの「時流」の理解について、少し意見が違う。氏がここで言っている「時流」はあくまで朱子学を官学とする為
政者側、そして、その支持者 朱子学者たちの間で意識されている「時流」であり、決 て、文芸 支配している思想の「時流」ではない。朱子学 官学とする正統的な儒学の言説環境の中で秋成の思想を見るならば その特異性 目立ってくる は自然であろう。しかし、近世中期以降 民間文芸 中 、朱子学は必ずしも支配的な学説と 浸透していない。むしろ、徂徠学から国学へという朱子学を批判 ルートが、脈々と続いている。朱子学を批判す 思想の濫觴である中国明末の思想環境に視野を拡大すれば、秋成の孝行観はどう見えるか。本論では、朱子学の対抗教学として 東アジア に日本の近世文芸に多大な影響を及ぼした陽明 左派の思想と 比較を中心に、秋成思想と同時代思潮との関連を論じ みたい。
二
　「旌孝記」と「紀今治人矢野養甫蒙藩恩旌孝之事」























まず、冒頭において 親孝行というのは、 「真心」から発するものであり、名誉などを思うもので ないと う自分 孝
行観を述べる。そして、次の部分では、自分の聞いた三つの話を語って孝行に対する自分の見解を述べる。一つ目 話には、孝行は名誉を思うものではないという考え方を補う形で語られている。二つ目の話は、孝子伝などによく見られる献身的な孝行者の話であ が、最後 隣人の言葉 借り 懐疑の視線を親自身に向けている。三つ目の話は、高僧の話であが、作者の賞賛 言葉はむしろ何 教育も受けていな その母親に捧げている。そして最後に、表彰すべき対象である矢野養甫の行状を、先に引用した淇園の言葉をほぼ同じ内容で簡単にまとめた形で書いた後、わが身 境遇と比較してから文を結ぶ。
秋成の文の主な内容は以上のとおりであるが、題名の「旌孝」とは、 「孝」を表彰する意味である。 「旌表」は本来、古代
中国の制度であり、李豊春 言葉を借りれば、 「国家 よって独占される、名誉を象徴する権力の記号であり、古代王朝支配者によって実施されていた封建制徳行の形式である。秦・漢以降、いわゆ 義夫・節婦・孝子・賢人及び累世同居など、歴代の朝廷から大いに褒美される。往々に て、地方の代官が朝廷に申し出、承認を受け 後、匾額を賜るか、或いは地方政府の予算で牌坊を作り、その名 上げさせる」 。
簡［４］
単に言えば、旌表、ここでは旌孝になるは、為政者にとっては、
















推しひろめるのは、 「かしこきまつりごと」だと讃え いる。しかし、ここ やはり秋成の建前が述べられているように
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く、 「孩提の童、其の父母を愛することを知らざるはなく、親というのは是なり」と。これはつまり、人間が生まれたばかりの時、まだ何も知らないが、誰でも争って親に抱かれてほしがる。一刻も親と離れる とができないのは その身体はもともと父母と一体だったためであるから。 （中略
（
すべての親孝行というのは、子供が生まれたその日の一念





















































































しい家の子と 富貴の家の子に対す 語り方が微妙に異なる。貧しい家の子が、 「うみの真心」から親孝行するのを「つかへる」というこ ばを使って表現してい 。これに対して、富 は 「冠を正」し、形を整えるなど、表面上親兄の意志に「たがわじ」としただけであっ 、読書・聞見による偽孝であると示唆している ではないだろうか。
孝行に関する三つの話の中で、一番目の物語が 貧しい家の子」に関する話である。次のような話である。都に住む馬場の何某という人が 孝行者のため、周り 人がその孝行の行状 公に知らせようとするが、親孝行するのを
「ほまれ」としようということは「恥ある」ことだと断り、公に知らせられるまえに夜に隠れてどこかへ逃げた。
孝行するのは名を思うものではないという論を裏付けるための話である。そして、貧しい家の子がうみの真心を守り、
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